
平成30年度 認知症地域支援推進員
活動報告書

（門真市）



Ⅰ 認知症への理解を深めるための普及・啓発

① ゆめ伴プロジェクトinかどま

認知症の人が、認知症という困難を抱えながらも、もてる能力を発揮して、幸せに生きられるという
認知症ポジティブの概念を「ゆめ伴プロジェクト」の活動を通して、理解を深めていくプロジェクト

☆三つ折り冊子の作成（別紙）

☆公式facebookの立ち上げ ☆ゆめ伴プロジェクトinかどまの活動動画

☆ええまちプロジェクにて「ゆめ伴プロジェクトinかどま」活動紹介ムービー作成中（今年度完成予定）

② 認知症サポーター養成講座

「ゆめ伴プロジェクトinかどま」の活動動画を流す

認知症のお母さんに、以前のようにキラキラ輝いて欲しい！
認知症になったからといって、希望を失って欲しくない！
できることも、やりたいこともまだまだあるはず」！！
と母を介護する娘さんの、声を聞いたケアマネージャが周囲に訴えたことが
本プロジェクトのきっかけ
『ゆめ伴プロジェクト in 門真実行委員会』が2018年4月12日発足

・門真市介護保険サービス事業者連絡会
・くすのき広域連合門真支所
・門真市社会福祉協議会
・NPO法人門真市まちづくり研究所
・みんなのかどま大学
・家族を介護する門真市民
・クリエイティブチームプラスあるふぁ

ゆめ伴プロジェクト in かどま実行委員会 構成団体

なんとなく介護の仕事に就いた新人介護職員が、担当する認知症の女性やその家族との関わりの中から
大切なことに気づき成長していく感動のストーリー

☆ゆめ伴サポーター（認知症の方のサポートや準備などのお手伝い）

☆ゆめ伴メンバー（認知症の人や高齢者、その家族など）

☆認知症への理解

☆「認知症で人生終わりになんて僕がさせない」という映画に込められたメッセージをたくさんの人に
伝えたく「ケアニン」上映会と、香川裕光さんのミニコンサートを開催（9/17）

③ 認知症予防チェックコーナー

スーパーの空きスペースでコグニサイズ

☆認知症初期集中支援チームの周知
☆認知症が疑われる方への支援

認知症チェックリスト

1



Ⅱ 認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の連携

門真オレンジチーム

平成28（2016）年度に、認知症初期集中支援チーム（門真オレンジチーム）を設置

（医師会のサポート医及び介護保険サービス事業者連絡会推薦の専門職のチーム員）

第一報相談

包括から門真支所へチーム員の発動の可否

門真支所からチーム員に発動依頼

チーム員と包括とで初回訪問

支援の終了・モニタリング

門真支所

相談件数が少ない

相談から
発動までに
時間がかかる

チーム員の
所属が別なことや
兼務などで
訪問調整が大変

Ｈ30年4/1～Ｈ30年12/31まで2ケース

☆リーフレット
☆ポスター
☆出張コーナーなど
で周知活動

現在、チーム員4名

周知活動や
スムーズな対応など
チーム員と行政で
常に話し合い中

新たに
地域包括職員にも
研修に参加してもらい

↓
伝達研修
チーム員を増員した

2



Ⅲ 若年性認知症の人やその家族への支援

現在、若年性認知症の人やその家族への支援は推進員として研修に参加していますが
まだ、具体的には何も行ってなく、来年度、若年性認知症に関する講演会（研修）を検討中
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Ⅳ 認知症の人の介護者への支援

ＳＯＳネットワーク
ＱＲコードシール

徘徊探知機器

支援対象事案情報提供書

家族の行方が
分からなく
なったときに
特徴などの情報を
メールで配信し
くすのき広域連合と
構成２市
（守口市・四條畷市）
協力関係機関などと
連携を図りながら
地域ぐるみで
一緒に探します

道に迷っている人を
見かけた発見者が
携帯端末等で読み取ると
市役所か警察の
連絡先が表示され
登録番号から
すぐに身元が分かり
心配している家族へ
スムーズに連絡を入れます

道に迷ったりして
保護されたときなど
警察署から
支援対象者の情報提供が
高齢福祉課に届き
家族などの
悩みや相談など
聞いて
適切な支援に
つないでいる

行方が分からなくなった方の
家族などが
少しでも早く居場所が分かる
従来タイプのＧＰＳか
靴タイプのＧＰＳの貸し出し

１人歩きに不安な家族への支援
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Ⅴ 認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくり

ゆめ伴プロジェクトinかどま 小地域ネットワーク

街の中でキラキラと輝く場や活動を創出し
１人ひとりの夢をかなえるプロジェクト

ゆめ伴カフェ
ゆめ伴ファーム
ゆめ伴マーケット
ゆめ伴工房
ゆめ伴コンサート
ＲＵＮ伴＋門真

認知症カフェ

本人・家族・介護者などが
気軽に集える場所

「お隣は一人暮らしだけど、何か困っていないかな？」
「新聞がポストに入ったままだけど、どうしたのかな？」など
地域で孤立しがちな方に関心をよせ
その少しずつの関心を校区福祉委員が集めて
必要な時に関係機関やサービスにつなげる支援や
家に閉じこもりがちにならないように
外出の機会を作っていく活動

高齢者の見守りに関する協定

企業や団体と協力し、通常業務に支障
がでない範囲で見守り活動を行い、支
援の必要な高齢者を早期発見し支援に
つなげる。
現在12の企業・団体と協定を締結して
いる。
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Ⅵ 会議や研修等の実施及び参画

会議

ゆめ伴プロジェクトin門真実行委員会

グループホーム運営推進会議

ゆめ伴カフェ会議チーム員会議

検討委員会

研修 若年性認知症関係サロン講座

認知症予防リーダー

医療職連絡会

フォローアップ研修
（推進員・チーム員）

など・など
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